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町
立
病
院
で
は
、
次
の
と
お
り
臨
時
看

護
助
手
を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
職
種
】
看
護
助
手

【
募
集
人
数
】
若
干
名

【
勤
務
時
間
】
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
早
出
遅
出
に
よ
る
３
交
代
制
、

休
日
出
勤
あ
り
）

【
応
募
条
件
】
経
験
を
有
す
る
方
、
あ
る

程
度
の
体
力
が
必
要

【
待
遇
】
町
臨
時
職
員
取
扱
規
程
を
適
用

【
選
考
方
法
】
書
類
審
査
、
面
接

【
提
出
書
類
】
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

※
健
康
診
断
書
を
任
用
決
定
後
に
提
出

【
募
集
期
間
】
１
月
31
日
㈫
ま
で
（
平
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時
）

【
選
考
面
接
日
】
応
募
者
あ
て
に
通
知

【
任
用
予
定
】
平
成
24
年
４
月
１
日

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
立
病
院

総
務
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）
３
０
０
０

　

町
で
は
、
町
営
富
士
見
住
宅
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

■
町
営
富
士
見
住
宅

【
募
集
戸
数
】一
般
タ
イ
プ
3
Ｄ
Ｋ（
１
戸
）

【
建
築
年
】
平
成
18
年
（
3
Ｄ
Ｋ
）

【
家
賃
】
前
年
中
の
所
得
を
基
に
計
算

（
参
考
）
一
般
タ
イ
プ
3
Ｄ
Ｋ　

２
２
，

８
０
０
円
～
６
０
，
５
０
０
円

【
募
集
期
間
】
1
月
10
日
㈫
～
23
日
㈪
（
平

日
午
前
8
時
30
分
～
正
午
・
午
後
1
時
～

5
時
15
分
）

※
入
居
は
2
月
初
旬
か
ら

【
入
居
資
格
】
▽
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る

方　

▽
公
営
住
宅
法
の
規
定
に
よ
る
収
入

基
準
以
下
で
あ
る
こ
と　

▽
現
在
、
他
の

公
営
住
宅
に
入
居
し
て
い
な
い
こ
と
な
ど

【
申
し
込
み
方
法
】
必
要
書
類
に
所
要
事

項
を
記
入
し
、
本
人
ま
た
は
申
し
込
み
事

情
を
詳
し
く
説
明
で
き
る
方
が
町
建
設
課

ま
で
持
参

【
選
考
方
法
】
市
川
三
郷
町
営
住
宅
設
置

及
び
管
理
条
例
の
規
定
に
よ
る

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
町
建
設

課
町
営
住
宅
係
☎
０
５
５
（
２
７
２
）

６
０
９
０

　

悪
質
商
法
の
被
害
を
防
ぐ
た
め
出
前
講

座
を
開
催
し
ま
す
。
た
く
み
な
話
術
や
強

引
な
手
法
で
消
費
者
た
ち
を
狙
う
悪
質
商

法
は
、
未
だ
に
多
く
の
被
害
を
出
し
て
い

ま
す
。
巧
妙
化
す
る
劇
場
型
の
振
り
込
め

詐
欺
や
、
様
々
な
詐
欺
の
手
口
、
実
際
に

あ
っ
た
出
来
事
を
聞
い
て
悪
質
商
法
に
対

応
す
る
心
構
え
を
学
び
ま
し
ょ
う

【
日
時
】
１
月
31
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

【
場
所
】
三
珠
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
３
階

大
会
議
室

【
内
容
】
▽
県
民
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談
員

に
よ
る
講
演
▽
町
消
費
生
活
研
究
会
に
よ

る
紙
芝
居
▽
三
珠
え
が
り
て
の
会
に
よ
る

会
話
劇

【
問
い
合
わ
せ
】
町
産
業
振
興
課
商
工
観

光
係
☎
０
５
５
（
２
４
０
）
４
１
５
７

　

山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校
通
信
制
は
、

主
に
自
宅
学
習
に
よ
る
レ
ポ
ー
ト
作
成
と

ス
ク
ー
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
高
等
学
校
卒
業

の
資
格
が
得
ら
れ
る
課
程
で
す
。
毎
日
登

校
す
る
全
日
制
・
定
時
制
と
は
学
習
形
態

が
違
い
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
学
習
を
進
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
募
集
学
科
】
▽
普
通
科
▽
衛
生
看
護
科

（
た
だ
し
甲
府
看
護
専
門
学
校
の
准
看
護

学
科
に
合
格
ま
た
は
在
籍
の
者
）

【
出
願
資
格
】
▽
中
学
校
を
卒
業
し
た
者
、

平
成
24
年
３
月
卒
業
見
込
み
の
者
、
高
等

学
校
を
退
学
し
た
が
再
入
学
を
希
望
す
る

者
▽
県
内
在
住
者
（
年
齢
制
限
な
し
）

【
募
集
期
間
】
３
月
12
日
㈪
～
30
日
㈮

【
入
学
選
抜
】
書
類
・
面
接

※
出
願
時
に
未
成
年
の
場
合
は
、
保
護
者

の
同
席
が
必
要
で
す
。

【
入
学
料
・
授
業
料
】
▽
入
学
料
５
０
０

円
▽
生
徒
会
費
・
諸
経
費
約
２
万
円
（
３

年
）
▽
授
業
料　

入
学
年
度
は
徴
収
し
な

い
２
年
目
以
降
は
条
例
に
よ
る
（
予
定
）

▽
教
科
書
・
教
材
費
約
４
・
５
万
円（
３
年
）

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県

立
中
央
高
等
学
校
通
信
制
☎
０
５
５

（
２
２
６
）
４
４
１
１
（
代
表
）

　

放
送
大
学
で
は
平
成
24
年
度
第
１
学
期

（
４
月
入
学
）
の
学
生
を
募
集
中
で
す
。

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
放
送

を
通
し
て
学
ぶ
遠
隔
教
育
の
大
学
で
す
。

心
理
学
、
福
祉
、
経
済
、
歴
史
、
文
学
、

自
然
科
学
な
ど
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、
様
々

な
目
的
で
幅
広
い
世
代
、
職
業
の
方
が
学

ん
で
い
ま
す
。

【
出
願
期
間
】
２
月
29
日
㈬
ま
で

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

お
気
軽
に
放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
（
２
５
１
）
２
２
３
８
ま
で
ご

請
求
下
さ
い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。　

　

山
梨
県
で
は
「
美
し
い
県
土
づ
く
り
推

進
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

人
は
気
持
ち
の
良
い
景
色
や
風
景
を
好

み
、そ
れ
を
望
め
る
場
所
に
集
ま
り
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
景
観
と
は
、
公
的
施
設
だ
け

で
な
く
私
的
な
敷
地
や
建
物
、
周
辺
の

山
々
、
農
地
な
ど
が
一
体
と
な
り
美
し
さ

を
つ
く
り
出
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
景

観
づ
く
り
は
行
政
と
町
民
と
の
協
働
に
よ

り
作
ら
れ
る
も
の
な
の
で
す
。
県
や
市
町

村
だ
け
で
な
く
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
各
種
団
体
な
ど

様
々
な
主
体
に
よ
る
景
観
づ
く
り
の
き
っ

か
け
と
し
て
「
美
し
い
県
土
づ
く
り
推
進

大
会
」
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
景

観
形
成
や
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
活
性
化
な

ど
に
興
味
の
あ
る
方
は
ふ
る
っ
て
ご
参
加

下
さ
い
。

【
開
催
日
時
】
１
月
30
日
㈪
午
後
２
時
～

４
時
（
予
定
）

臨
時
看
護
助
手
募
集

町
立
病
院

美
し
い
県
土
づ
く
り
推
進
大
会

山
梨
県
美
し
い
県
土
づ
く
り
推
進
室

町
営
団
地
入
居
者
募
集

町
建
設
課

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

放
送
大
学
山
梨
学
習
セ
ン
タ
ー

中
央
高
校
通
信
制
生
徒
募
集

山
梨
県
立
中
央
高
等
学
校

悪
質
商
法
被
害
防
止
出
前
講
座

町
産
業
振
興
課
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【
開
催
場
所
】
ア
ピ
オ

【
大
会
内
容
】
美
し
い
県
土
づ
く
り
推
進

宣
言
、
基
調
講
演
、
美
し
い
県
土
づ
く
り

の
取
り
組
み
報
告
等

【
問
い
合
わ
せ
】
▽
山
梨
県
美
し
い
県
土

づ
く
り
推
進
室
☎
０
５
５
ー
２
２
３
ー

１
３
２
５
▽
町
建
設
課
都
市
計
画
係
☎

０
５
５
ー
２
７
２
ー
６
０
９
０

　

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会
で
は
、
能

力
開
発
の
機
会
と
し
て
、
次
の
と
お
り
教

室
を
開
催
し
ま
す
。

■
ワ
ー
ド
２
０
０
７
入
門

【
日
時
】
２
月
８
日
～
15
日　

午
後
６
時

～
午
後
９
時
（
６
日
間
18
時
間
）

【
内
容
】
ワ
ー
ド
を
使
用
し
て
基
本
的
な

操
作
を
習
得
す
る

【
受
講
料
】
▽
会
員
８
，
５
０
０
円
▽
会

員
外
１
０
，
５
０
０
円

【
定
員
】
20
名

【
申
し
込
み
締
切
】
２
月
１
日
㈬

■
先
行
管
理
の
手
法
と
運
用

【
日
時
】
２
月
９
日
～
28
日　

午
後
６
時

～
午
後
９
時
（
６
日
間
18
時
間
）

【
内
容
】
組
織
活
用
に
よ
る
単
年
度
ご
と

の
経
営
目
標
必
達
手
法
を
学
ぶ

【
受
講
料
】
▽
会
員
８
，
０
０
０
円
▽
会

員
外
１
０
，
０
０
０
円

【
定
員
】
15
名

【
申
し
込
み
締
切
】
２
月
２
日
㈬

■
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成

【
日
時
】
２
月
22
日
～
29
日
午
後
６
時
～

午
後
９
時
（
６
日
間
18
時
間
）

【
内
容
】
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ビ
ル
ダ
ー
を
使

用
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
方
法
を
習
得

【
受
講
料
】
▽
会
員
８
，
５
０
０
円
▽
会

員
外
１
０
，
５
０
０
円

【
定
員
】
20
名

【
申
し
込
み
締
切
】
２
月
15
日
㈬

　

┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄
┄

【
会
場
】
会
場
は
各
教
室
と
も
山
梨
県
立

中
小
企
業
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】
山
梨
県
職

業
能
力
開
発
協
会
総
務
企
画
課
（
丹
澤
）

☎
０
５
５
（
２
４
３
）
４
９
１
６

　

山
梨
県
で
は
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を
持

ち
、
県
民
総
参
加
の
お
も
て
な
し
を
推
進

す
る
こ
と
で
観
光
振
興
を
図
る
た
め
、
昨

年
12
月
に
「
お
も
て
な
し
の
や
ま
な
し
観

光
振
興
条
例
」
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

毎
年
２
月
１
日
か
ら
７
日
を
「
お
も
て

な
し
推
進
週
間
」
と
定
め
、
啓
発
活
動
な

ど
を
行
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
「
お

も
て
な
し
の
や
ま
な
し
県
民
大
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
参
加
下
さ
い
。

【
日
時
】
２
月
３
日
㈮
午
後
２
時
～
午
後

４
時
30
分

【
場
所
】
ベ
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
甲
府

【
内
容
】
お
も
て
な
し
に
関
す
る
講
演
会

▽
講
師　

高
野
登
氏
（
人
と
ホ
ス
ピ
タ
リ

テ
ィ
研
究
所
所
長
）
お
も
て
な
し
実
践
事

例
紹
介

【
問
い
合
わ
せ
】
観
光
企
画
・
ブ
ラ
ン
ド

推
進
課
☎
０
５
５
（
２
２
３
）
１
５
５
６

　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
で
は
次
の

と
お
り
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
１
月
６
日
㈮
（
必
着
）

【
試
験
日
】
▽
一
次
試
験
１
月
14
日
㈯
▽

二
次
試
験
は
１
月
28
日
～
31
日
間
の
指
定

す
る
１
日

【
一
次
合
格
者
発
表
】
１
月
23
日
㈪

【
応
募
資
格
】
平
成
７
年
４
月
２
日
～
平

成
９
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
者

【
概
要
】
将
来
陸
上
自
衛
隊
に
お
い
て
、

高
機
能
化
・
シ
ス
テ
ム
化
さ
れ
た
装
備
品

を
駆
使
・
運
用
し
、
国
際
社
会
に
お
い
て

も
自
信
を
持
っ
て
対
応
で
き
る
自
衛
官
と

な
る
者
を
養
成
す
る
た
め
、
中
学
校
卒
業

者
等
を
対
象
に
採
用
し
ま
す
。

【
３
年
間
の
教
育
内
容
】
▽
一
般
教
育　

高
等
学
校
学
習
指
導
に
準
拠
し
た
教
育
。

ク
ラ
ブ
活
動
等
も
盛
ん
。３
学
年
終
了
時
、

神
奈
川
県
立
横
浜
修
悠
館
高
等
学
校
（
通

信
制
普
通
科
）の
卒
業
資
格
が
得
ら
れ
る
。

▽
専
門
教
育　

高
機
能
化
、
シ
ス
テ
ム
に

対
応
す
る
内
容
を
学
ぶ
。
▽
防
衛
基
礎
学

　

陸
曹
候
補
者
と
し
て
の
必
要
な
識
能
及

び
資
質
の
教
育
を
行
う
。

【
生
徒
の
待
遇
】
▽
身
分　

特
別
識
国
家

公
務
員
（
自
衛
官
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）
▽

生
徒
手
当　

月
額
９
４
，
９
０
０
円
▽
期

末
手
当　

年
２
回
▽
衣
食
住　

全
員
が
駐

屯
地
で
生
活
し
宿
舎
は
無
料
。
食
事
・
制

服
類
・
寝
具
は
支
給
ま
た
は
貸
与

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】
防
衛
省

自
衛
隊
南
ア
ル
プ
ス
募
集
セ
ン
タ
ー
☎

０
５
５
（
２
８
３
）
５
１
５
０

お
も
て
な
し
推
進
週
間

山
梨
県
観
光
企
画
・
ブ
ラ
ン
ド
課

能
力
開
発
教
室
の
お
知
ら
せ

山
梨
県
職
業
能
力
開
発
協
会

児
童
館
の
予
定

子育て支援センター
友優☎ 055-272-5226

■
親
子
リ
ズ
ム
テ
コ
ン
ド
ー
教
室

【
日
時
】
１
月
10
日
㈫
午
後
１
時

～
２
時

【
場
所
】
富
士
見
地
区
公
民
館

【
対
象
】
幼
児
と
そ
の
保
護
者
・

小
学
生

市川大門児童館
☎ 055-230-3139

■
お
正
月
遊
び
を
楽
し
も
う

カ
ル
タ
と
り
で
楽
し
み
ま
す
。

【
日
時
】
１
月
11
日
㈬
午
前
10
時

30
分
～

■
ぽ
か
ぽ
か
相
談
室

（
い
ち
か
わ
わ
い
わ
い
ネ
ッ
ト
主
催
）

認
定
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
川
辺
修
作

先
生
の
子
育
て
相
談
室
で
す
。

子
育
て
落
語
も
楽
し
め
ま
す
。

【
日
時
】
１
月
12
日
㈭
午
前
10
時

30
分
～

■
体
を
動
か
し
て
あ
そ
ぼ
う

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
で
体
を

動
か
し
て
遊
び
ま
す
。

【
日
時
】
１
月
18
日
㈬
午
前
10
時

30
分
～

■
お
は
な
し
を
楽
し
も
う

手
遊
び
を
し
た
り
、
絵
本
を
読

み
ま
す
。
小
さ
な
お
子
さ
ん
で

も
楽
し
め
ま
す
。

【
日
時
】
１
月
20
日
㈮
午
前
10
時

30
分
～

※対象は全て就園前の子育て中の
親子。場所は市川大門児童館です。

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
募
集

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
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　三珠中学校では昭和 36年に三珠町立三珠中学校となって
から創立 50周年を迎え、11月 16 日に同校体育館にて記念
式典を開催しました。三珠中学校は昭和 36年４月に上野中
学校と大塚中学校が統合し誕生しています。記念式典では全
校合唱のほか、関係者による祝辞が述べられ、その後、同校
の同窓会長でもある山梨大学大学院砂田憲吾教授による記念
講演が行われました。

みはるかす盆地の南に 50 年
三珠中学校創立 50周年記念事業

地域の話題や情報をお寄せ下さい
総務課広聴広報係☎ 055-272-1101

受賞おめでとう
ございます

■社会福祉法人恩賜財団
　　　母子愛育会会長表彰

雨 宮  ち よ 子　氏
　14 年の永きにわたり
地区愛育班員、町愛育
連合会会長として、ま
た現在は町愛育連合会
顧問として、地域住民
の健康づくりのために
尽力したことが評価さ
れました。

▲アトラクションとして披露された全校合唱

■子どもの読書活動優秀実践団体

図書館ボランティアグループ
「トトロ」
　「トトロ（加賀美文子
代表）」は図書館での読
み聞かせや各種イベント
の催し物など、長年にわ
たる読書推進のための地
道な活動が評価され、文
部科学大臣より表彰され
ました。

■公益財団法人
　やまなし環境財団「若宮賞」

有   泉　大　氏
　「若宮賞」は山梨県内各地で、継続
的に優れた環境保全活動を行っている
個人や民間団体を表彰するものです。
有泉さんは、減少しているミスミ草の
増殖と保護に長年努め、その功績が認
められました。

　町民有志でつくる総合型スポーツクラブ「市川三郷スポー
ツクラブ」では、11月 26日、市川大門町民体育館でスポー
ツフェスティバルを開催しました。気軽にスポーツを楽しん
でもらおうと企画されたもので、開場には吹き矢やトランポ
リンなど６種類の軽スポーツが用意されました。約 200 人
の町民が参加し、体を動かすことの楽しさを体感しました。

誰でも気軽に参加できる軽スポーツ教室
市川三郷スポーツフェスティバル

▶
兵
庫
県
柏
原
町
で
生
ま
れ
た
囲
碁
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

の
ゲ
ー
ム
性
を
あ
わ
せ
た
軽
ス
ポ
ー
ツ
「
囲
碁
ボ
ー
ル
」

冬の六郷路を舞台に 26 チームが襷をつなぐ　　六郷地区一周駅伝競争大会（12/11）
各部門の優勝チーム
▷地区対抗の部　岩間地区▷一般の部　身延町体協Ｂ▷
中学生男子の部　六郷中野球部Ｂ▷中学生女子の部　六
郷中女子ソフトテニス部▷特別参加の部　三珠少年野球Ｂ

◀緊張のスタート直前。緊張感のないランナーが約１名？１匹？



正解者５名の方に抽選で記
念品を差し上げます。

（記念品は月によって内容が
変わる場合があります。ご了
承下さい）

（必要事項が明記されていない場合
は、対象からはずさせていただき
ます）

クイズに答えて記念品をゲット！

対応する携帯電話などで読みとると、
本町のメールアドレスを表示します

〈メルアドＱＲコード〉

■先月号の答え

　「プリザーブフラワーとは？」の答
えは①番の「生花に近い状態に特殊加

工した花」が正解でした。作者の喜納
マリサさんの新たな作品展（フラワー
アレンジメント展）が町立図書館本館
で始まりますので、ぜひご覧下さい。

　おめでとうございます。次の方が当
選されました。記念品をお贈りします。
ジュリーさん、立川初子さん、ひー

ちゃんさん、ドッヂボールさん、明

智小五郎さん

① 市川三郷印度化計画
② ふたりっ子政策
③ 帯那地域新築戸建て住宅建設

ハガキまたはメールで、クイズの答え、住
所、氏名及びペンネーム、年齢、電話番
号、広報の感想や町への意見を書き〒
409-3601 市川三郷町 市川大門 1790-3
市川三郷町役場総務課広聴広報係まで
ご応募下さい。
ims1790@town.ichikawamisato.
yamanashi.jp

（締切）１月 16 日必着

《問題》
〜ヒントは広報紙の中に〜

　人口増加対策として町で新たに取り組
んでいる事業は？

No.07617

　「いちかわみさと健康と福祉のつどい」は町民の健康づくり
啓発の目的で始められ、今回で５回目となります。今年は 11
月６日歌舞伎文化公園ふるさと会館にて催されました。この
中で「90歳以上で自他共に認める健康づくり実践者」には赤
池尊さんら４人、「高齢者よい歯 8020 表彰」に青原美智惠さ
んら６名、「88歳以上で共に元気な夫婦」には一瀬英明さん・
八千代さんご夫婦ら４組、「虫歯のない５歳児」には相澤来縁
ちゃんら 57人が表彰されました。
　今年は健康実践者のほかにも、先駆けて公募された「自殺防
止につながる標語」での応募作品が最優秀賞となった市川香代
子さんほか、入賞者９人も表彰されました。（最優賞作品：そ
の勇気　生きる力に　変えてみて）

第５回いちかわみさと健康と福祉のつどい

▲町健康づくり推進協議会 溝部会長より表彰される「虫歯のない５歳児」たち

　式の後半には映画監督・大島渚さんの妻であり、女優・小山
明子さんの講演会が開催されました。小山さんは夫の大島渚さ
んが脳卒中で倒れ、女優業から距離をおき夫の介護に専念しま
した。また、その介護疲れから「うつ病」になったそうです。
小山さんから発せられる体験したからこそ話すことができる介
護の大変さ、困難を乗り越えるための情熱に、観客の中には目
頭を押さえる方も多く見られました。

▲介護や「うつ」という重いテーマだったが、ユーモアを交え自分の体験談
を赤裸々に語った小山明子さん

届きましたか？「健康」というステキな贈りもの

整
備
し
た
ポ
ン
プ
は
軽
可
搬
式
ポ
ン
プ

（
写
真
）
と
呼
ば
れ
主
に
女
性
消
防
隊
が

使
用
し
ま
す
。

（
こ
の
事
業
は
、
㈶
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
が

宝
く
じ
の
収
入
を
財

源
と
し
て
、
女
性
消

防
団
活
動
の
健
全
な

発
展
を
図
る
と
と
も

に
、
宝
く
じ
の
普
及

広
報
を
目
的
と
し
て

行
う
事
業
で
す
）

平
成
23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
助
成

金
で
可
搬
式
消
防
ポ
ン
プ
等
を
整
備
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　なんでも相談会を月に一度、３会場で行なってい
ます。体調が優れない、病気について心配がある、
悩み事を聞いてほしい、やる気が出ない…など心や
体について心配がある方は、ぜひ相談して下さい。

【１月の日程】１/10 ㈫ 午前 10 時～ 11 時 30 分
【場所】三珠健康管理センター１階診察室

　　　六郷ふれあいセンター
　　　市川大門町民会館 1 階保健室

※毎月の日程はイベントカレンダーでご確認下さい。

～ 心と体のなんでも相談 ～

■□■高齢者インフルエンザ予防接種（個別接種）
【対象者】接種日において 65 歳以上の希望者
【接種期間】平成 24 年１月 31 日まで

※必ず、希望する医療機関へ予約をして下さい。
【公費負担】町から１人１回のみ、2,000 円の補助

をします。差額は自己負担となります。
【持ち物】予防接種接種券・予診票、健康手帳
■□■子宮頸がん予防ワクチン
小６〜高３相当の方の接種を全額助成します。

※  H24/4/1 以降の接種は全額自己負担となります。
■□■二種混合（ジフテリア破傷風混合ワクチン）
※対象者には通知しています。小学校卒業までに接

種して下さい。

■□■三種混合（ジフテリア百日せき破傷風混合ワクチン）
■□■日本脳炎

【特例対象者（H7/6/1 〜 H19/4/1 生まれの方）】

　勧奨の差し控えによって接種機会を逃した特例対

象者は、20 歳の誕生日の前々日までの間、不足回
数分の定期接種を無料で受けることができます。
※特例対象者は７歳６カ月～９歳未満、13 歳以上
20 歳未満でも定期接種を受けられます。
※接種を一度も受けていない方は、通常の接種間隔
に沿って接種して下さい。
■第１期初回▷６日～ 28 日までの間隔で２回　
■第１期追加▷初回２回目接種後、約１年後に１回
■第２期▷９歳以上で１回
※第１期の接種が途中の場合は、６日以上の間隔を
おいて残りの回数を接種して下さい。

【通常接種（H19/4/2 以降に生まれた方）】

■第１期▷接種対象年齢：６カ月～７歳６カ月未満
（標準的な接種年齢：３～４歳）

▷接種間隔と回数：（初回）６～ 28 日までの間隔
で２回接種　　（追加）初回２回目接種後、約 1 年
後に１回接種
■第２期▷接種対象年齢：９～ 13 歳未満
▷接種回数：１回
■□■麻しん、風しん予防接種

【対象者】

▪第１期⇨１歳以上２歳未満の児
▪第２期⇨５歳以上７歳未満の児
▪第３期⇨中学１年生
※ H24/3/31 までに接種して下さい。

▪第４期⇨高校３年生の年齢相当の方
※ H24/3/31 までに接種して下さい。

▪修学旅行などの学校行事として海外に行く場合

は、高校２年生に相当する方でも接種ができます。

（対象者には通知しています）

～　予防接種　～

【期間】１月 31日まで（期間外は実費になります）
【対象】平成 24 年３月末日現在で 20 歳以上の女性
【自己負担金】■頸部検診 1,500 円

■頸体部検診 2,200 円（医師が必要と認めた方のみ）
【持ち物】すでに送付済みの受診票、保険証

※ 今から受診を希望される方は健康増進係まで連絡
をお願いします。

※クーポン券対象の方は必ずクーポン券を持参して下さい。
★☆★ 今からでも申し込みできます！ ★☆★

～　子宮がん検診　～

　栄養相談、運動指導、調理実習をセットにした「メ
タボ予防」を中心とした教室です。１回のみの参加
も可能です。お気軽にご参加下さい。

【対象】メタボ予防の方、スリムになりたい方
【場所】六郷ふれあいセンター
【日程】１/26 ㈭、２/23 ㈭、２/27 ㈪ [ 調理実習 ]、

３/ ８㈭
【時間】午後１時 30 分～３時（調理実習は午前 10

時～正午）
【自己負担金】１回 200 円 

～ ヘルスアップ教室 ～

【内容】誰でも簡単に継続でき、体力筋力維持・増
進できるタオル体操などを行います。

【場所・日程】時間：午後１時 30 分～３時
■いきいきコース［初級・中級］

 市川大門町民会館　１/17 ㈫、１/31 ㈫
 大同地区公民館　１/20 ㈮、２/ ３㈮
 六郷ふれあいセンター　１/19 ㈭、２/ ２㈭
■はつらつコース［上級］

 三珠健康管理センター　１/18 ㈬、２/ １㈬
【持ち物】上履き・フェイスタオル・飲み物
【自己負担金】１回 200 円

～ いきいきはつらつ貯筋教室 ～



　新年、あけましておめでとうございます。
　年末年始と慌ただしいなか、みなさん体調は
崩していませんか？一段と寒さが増し、空気も
乾燥するこの時期、風邪やインフルエンザなど
の感染症が流行しやすくなります。
　普通の風邪の多くは、のどの痛み・鼻水・く
しゃみや咳などの症状が中心ですが、インフル
エンザは 38 度以上の発熱・頭痛・関節痛など
全身の症状が突然現れます。
インフルエンザにかからないためには、
★外出後、手洗いやうがいは忘れずに

★適度な湿度（50 〜 60％）を保つ

★ 十分な栄養とバランスのとれた食事をとり

体力をつける

★人混みなどへの外出をなるべく控える

…などが挙げられます。その他、予防ワクチン
を接種すると、予防のほかに症状の重症化を防
ぐことにもつながるので効果的です。
　また、風邪などの感染症の他にも、ノロウイ
ルスやロタウイルスなどにより発症する感染性
胃腸炎も多く発生します。感染性胃腸炎は、細
菌やウイルスなどにより嘔吐、下痢、吐き気、
腹痛などの胃腸症状が出現します。
感染性胃腸炎の予防は上記の注意事項に加え、

★食品は十分に加熱する

★ 吐物などはビニール手袋などを使って処理

し、汚染された場所は消毒をする

…ことが重要です。
【家庭でも簡単に出来る消毒液の作り方】

　市販の家庭用塩素系漂白剤（原液濃度５％）
と 500ml のペットボトルと、そのフタを用意
します。
▪５％消毒液　水 500ml に漂白剤をフタ２杯

（約 10ml）⇒汚染された場所や汚物処理などに
有効
▪ 0.4%消毒液　水 500ml に漂白剤をフタ ½ 杯

（約２ml）⇒ドアノブ、水洗レバー、便座、蛇
口など手に触れる場所の消毒に有効

「身近に忍び寄る感染症…」

健診や予防接種等の日程をお知らせします。
日時、会場等をご確認のうえ、お出かけ下さい。
いきいき健康課☎ 0556-32-2114
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■対象日に都合がつかない方は、いきいき健康課
子育て支援係までご連絡下さい。

■□■４カ月児・７カ月児健診
【とき・場所】１/17 ㈫ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 23 年６月、９月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

■□■ 10 カ月児・13 カ月児健診
【とき・場所】１/12 ㈭ 三珠健康管理センター
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 22 年 12 月、平成 23 年３月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、バスタオル

■□■１歳６カ月児健診 ⇨ 三珠・市川地区の方対象
【とき・場所】１/19 ㈭  市川大門町民会館
【受付時間】午後１時～１時 30 分
【対象】平成 22 年４～６月の出生児
【持ち物】母子健康手帳、問診表

～　乳児・幼児健診　～

　このマークをつけている方がいたら、席
を譲ったり、近くでの喫煙を控えるなど配

慮をお願いします。

妊婦さんにやさしい環境を

■１/10 ㈫ 三珠健康管理センター１階機能訓練室
■１/18 ㈬ 六郷ふれあいセンター
■１/26 ㈭ 市川大門町民会館１階保健室

【受付時間】午前 10 時（時間厳守）
　※発行にはおおよそ２時間かかります。

【持ち物】印鑑
　※発行は原則として直接本人に限ります。
　※お急ぎの方は子育て支援係までご連絡下さい。

～　母子健康手帳の発行　～

※場所はいずれの回も市川大門町民会館
■１回目　１/27 ㈮　午後１時 30 分～

【場所】市川大門町民会館１階和室
【内容】母乳について、出産前後の心構えと具体的な方法
【持ち物】母子健康手帳

■２回目　２/10 ㈮　午後１時 30 分～
【内容】楽なお産のための妊婦体操とリラックス法
【持ち物】母子健康手帳、１回目で配布したテキスト

～　母親学級　～

　これらの感染症予防を行い、今
年も健康でいきいきと
過ごしましょう！

（保健師・相田有璃）


